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現
代
語
訳　

法
然
上
人
行
状
絵
図　
　

目
次

発
刊
に
よ
せ
て　
7

刊
行
の
辞　
10

監
修
の
こ
と
ば　
12

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
つ
い
て　
30　

凡
例　
43

第　

一　

巻　

誕
生
…
…
45　

第
一
段　

行
状
絵
図
制
作
の
意
図
と
秦
氏
の
懐
妊　
45
／
第
二
段　

誕
生
と
奇
瑞　
47　

第
三
段　

命
名　
48
／
第
四
段　

父
時
国
の
家
系
と
定
明
の
夜
襲　
48
／
第
五
段　

父
時
国
の
死
と
遺
言　
49

第　

二　

巻　

出
家
…
…
51　

第
一
段　

定
明
の
逐
電
と
念
仏
往
生　
51
／
第
二
段　

勢
至
丸
、
菩
提
寺
の
観
覚
の
室
へ　
51

第
三
段　

観
覚
、
勢
至
丸
の
器
量
を
見
て
比
叡
山
へ
。
母
と
の
別
れ　
52

第
四
段　

勢
至
丸
、
都
へ
。
法
性
寺
摂
政
と
会
う　
53

第　

三　

巻　

修
学
…
…
55　

第
一
段　

勢
至
丸
、
比
叡
山
の
持
宝
房
に
入
る　
55

※
目
次
の
各
巻
数
お
よ
び
各
段
数
の
見
出
し
は
、
便
宜

上
付
記
し
た
も
の
で
、
本
文
で
は
記
載
し
て
い
な
い
。
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第
二
段　

勢
至
丸
、
源
光
に
四
教
義
を
試
さ
れ
不
審
を
示
す　
55

第
三
段　

源
光
、
勢
至
丸
の
器
量
に
驚
き
皇
円
の
室
に
送
る　
56

第
四
段　

勢
至
丸
、
十
五
歳
に
し
て
剃
髪
・
受
戒　
56

第
五
段　

勢
至
丸
、
皇
円
に
言
わ
れ
天
台
六
十
巻
を
読
み
始
め
る　
57

第
六
段　

勢
至
丸
、
十
八
歳
に
し
て
叡
空
の
室
に
入
り
、
法
然
房
源
空
の
名
を
与
え
ら
れ
る　
57

第　

四　

巻　

諸
学
者
歴
訪
…
…
59　

第
一
段　

法
然
、
一
切
経
を
学
ぶ
。
叡
空
と
討
論　
59
／
第
二
段　

法
然
、
嵯
峨
の
清
凉
寺
に
参
籠　
60

第
三
段　

法
然
、
奈
良
に
蔵
俊
僧
都
を
訪
ね
る　
60
／
第
四
段　

法
然
、
醍
醐
寺
の
寛
雅
を
訪
ね
る　
61

第
五
段　

法
然
、
仁
和
寺
に
慶
雅
を
訪
ね
る　
62

第
六
段　

法
然
、
仁
和
寺
の
御
室
に
招
か
れ
る
が
応
じ
ず　
64

第　

五　

巻　

智
慧
第
一
…
…
66　

第
一
段　

法
然
、
弟
子
た
ち
に
学
問
の
学
び
方
を
説
く　
66

第
二
段　

法
然
、
弘
法
大
師
の
十
住
心
論
に
つ
い
て
語
り
、
大
師
と
の
夢
を
回
想　
67

第
三
段　

中
川
の
実
範
、
法
然
の
弟
子
と
な
る　
71

第
四
段　

法
然
、
智
慧
第
一
の
誉
れ
。
禅
と
戒
に
つ
い
て
説
く　
72

第
五
段　

法
然
、
立
宗
の
文
を
示
す
。
証
真
、
法
然
の
智
恵
を
褒
め
る　
73

第
六
段　

法
然
、
静
厳
に
天
台
の
奥
義
を
授
け
る
。
木
曽
義
仲
乱
入
の
日
聖
教
を
見
ず　
76



16

第　

六　

巻　

立
教
開
宗
…
…
77　

第
一
段　

法
然
、
一
向
念
仏
に
帰
す　
77
／
第
二
段　

法
然
、
叡
空
と
称
名
念
仏
と
観
想
念
仏
で
論
争　
78

第
三
段　

法
然
、
吉
水
に
庵
を
移
す 

79
／
第
四
段　

法
然
、
善
導
の
観
経
疏
を
深
く
心
に
留
め
る　
80

第
五
段　

法
然
、
念
仏
以
外
の
余
事
を
ま
じ
え
ず　
82

第
六
段　

法
然
、
善
導
の
釈
義
で
浄
土
宗
を
立
て
る　
82

第
七
段　

法
然
、
聖
道
・
浄
土
の
二
門
を
説
く　
83

第
八
段　

法
然
、
重
源
に
宋
よ
り
浄
土
五
祖
像
の
持
ち
帰
り
を
依
頼　
85

第　

七　

巻　

霊
感
瑞
現
…
…
87　

第
一
段　

法
然
の
法
華
三
昧
に
普
賢
菩
薩
出
現　
87
／
第
二
段　

法
然
の
華
厳
経
披
講
に
蛇
が
現
れ
る　
87

第
三
段　

上
西
門
院
へ
の
円
頓
戒
講
義
を
蛇
が
聴
聞　
88
／
第
四
段　

法
然
の
三
密
修
行
に
瑞
相
出
現　
89

第
五
段　

法
然
、
夢
中
で
善
導
に
会
う
。
二
祖
対
面　
89
／
第
六
段　

法
然
、
口
称
三
昧
を
発
す　
91

第　

八　

巻　

霊
感
瑞
現
…
…
93　

第
一
段　

法
然
、
三
昧
発
得
後
、
暗
夜
に
眼
よ
り
光
を
放
っ
て
聖
経
を
読
む　
93

第
二
段　

法
然
、
念
仏
中
に
勢
至
菩
薩
来
現　
94
／
第
三
段　

法
然
、
空
中
に
阿
弥
陀
三
尊
を
拝
す　
95

第
四
段　

信
空
、
行
道
中
に
勢
至
菩
薩
を
見
る　
95

第
五
段　

法
然
、
月
輪
殿
を
退
出
の
時
、
頭
光
現
わ
さ
る
。
頭
光
踏
蓮　
95

第
六
段　

法
然
の
念
珠
、
光
を
発
す　
96
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第
七
段　

法
然
、
自
分
の
肖
像
を
水
鏡
で
直
し
、
勢
至
円
通
の
文
を
書
く　
96

第
八
段　

諸
人
さ
ま
ざ
ま
な
瑞
夢
を
見
る　
98

第　

九　

巻　

仙
洞
如
法
経
…
…
99　

第
一
段　

法
然
、
仙
洞
御
所
で
如
法
経
の
先
達
を
勤
め
る　
99
／
第
二
段　

料
紙
を
運
ぶ　
100 

第
三
段　

写
経
の
水
を
迎
え
、
写
経
す
る　
101
／
第
四
段　

写
経
を
終
わ
り
十
種
供
養
を
行
う　
102

第
五
段　

写
経
を
奉
納　

103
／
第
六
段　

後
白
河
法
皇
、
法
然
を
歓
喜
懺
法
の
先
達
に
す
る　
104

第　

十　

巻　

三
帝
受
戒
…
…
105　

第
一
段　

法
然
、
高
倉
天
皇
に
円
頓
戒
を
授
け
る　
105

第
二
段　

法
然
、
後
白
河
法
皇
に
円
頓
戒
を
授
け
往
生
要
集
を
講
ず
。
法
皇
、
藤
原
隆
信
に
上
人
の
肖
像
を

　
　
　
　

画
か
せ
る　
105

第
三
段　

法
然
、
後
白
河
法
皇
の
臨
終
に
善
知
識
を
勤
め
る　

106

第
四
段　

法
皇
の
菩
提
の
た
め
住
蓮
・
安
楽
ら
六
時
礼
讃
を
修
す　

107

第
五
段　

法
然
、
後
白
河
法
皇
の
十
三
回
忌
に
六
時
礼
讃
と
浄
土
三
部
経
如
法
経
を
勤
め
る　

107

第
六
段　

後
鳥
羽
院
ら
法
然
か
ら
受
戒　
112

第
十
一
巻
選
択
集
撰
述
…
…
113　

第
一
段　

九
条
兼
実
、
上
人
に
深
く
帰
依
、
父
の
忌
日
の
仏
事
に
上
人
を
僧
の
一
の
座
に　
113
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第
二
段　

兼
実
、
月
輪
殿
造
営
に
際
し
、
上
人
の
休
息
所
を
造
る　
114

第
三
段　

兼
実
、
上
人
を
は
だ
し
で
迎
え
る　
114
／
第
四
段　

法
然
選
択
集
を
撰
述　
115

第
五
段　

法
然
、
房
籠
り
す
る
が
、
兼
実
病
気
と
言
っ
て
上
人
を
請
す　
116

第
六
段　

兼
実
、
上
人
に
つ
い
て
出
家
受
戒　
117

第
十
二
巻
月
卿
雲
客
帰
依
…
…
118　

第
一
段　

藤
原
経
宗
の
帰
依
と
往
生　
118
／
第
二
段　

藤
原
兼
雅
の
帰
依
と
往
生　
119

第
三
段　

藤
原
隆
信
の
帰
依
と
往
生　
119
／
第
四
段　

藤
原
範
光
の
帰
依
と
往
生　
120

第
五
段　

藤
原
実
宗
の
出
家
と
往
生　

121
／
第
六
段　

徳
大
寺
公
継
の
往
生　
121

第
十
三
巻
聖
護
院
往
生
・
師
範
帰
仰
…
…
123　

第
一
段　

聖
護
院
静
恵
、
上
人
に
帰
依
・
往
生　
123

第
二
段　

法
然
、
静
厳
に
生
死
を
離
れ
る
道
を
説
く　

124

第
三
段　

法
然
、
清
水
寺
で
説
戒
。
印
蔵
、
阿
弥
陀
堂
常
行
念
仏
を
始
め
る　

125

第
四
段　

興
福
寺
の
古
年
童
、
上
人
の
説
戒
で
出
家　

126

第
五
段　

法
然
の
師
叡
空
は
じ
め
、
多
く
の
師
範
が
上
人
の
弟
子
に　

127

第
六
段　

法
然
、
藤
原
宗
貞
夫
妻
の
寺
院
建
立
本
尊
供
養
を
断
る　
129
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第
十
四
巻
大
原
問
答
…
…
131　

第
一
段　

天
台
座
主
顕
真
の
来
歴
と
、
半
行
半
座
の
行
法
を
出
離
の
直
路
と
思
う　
131

第
二
段　

顕
真
、
坂
本
で
法
然
と
解
脱
の
道
に
つ
い
て
問
答
。
後
に
大
原
勝
林
院
で
問
答　

132

第
三
談　

顕
真
、
専
修
の
行
者
と
な
り
、
お
ば
の
尼
僧
に
念
仏
勧
進
の
手
紙
を
送
る　

135

第
四
段　

顕
真
、
五
坊
を
建
立
し
て
称
名
を
相
続　

137

第
五
段　

顕
真
、
天
台
座
主
に
な
り
廃
れ
た
仏
事
を
再
興
す
る
も
称
名
怠
ら
ず
往
生　

138

第
十
五
巻
慈
鎮
・
良
快
帰
仰
…
…
140　

第
一
段　

慈
鎮
、
法
然
か
ら
円
頓
戒
を
受
け
る　
140
／
第
二
段　

慈
鎮
、
西
方
懺
法
を
行
う　
141

第
三
段　

慈
鎮
、
四
天
王
寺
の
絵
堂
を
再
建
、
九
品
往
生
人
の
図
を
描
か
す　

142

第
四
段　

九
条
兼
実
の
息
子
良
快
、
浅
近
念
仏
抄
を
記
す　

153

第
十
六
巻
明
遍
僧
都
…
…
157　

第
一
段　

明
遍
は
当
時
無
双
の
碩
学
、
高
野
山
に
遁
世　
157

第
二
段　

明
遍　

選
択
集
に
偏
見
を
抱
き
、
夢
で
上
人
に
い
さ
め
ら
れ
る　

158

第
三
段　

明
遍
、
天
王
寺
で
上
人
に
念
仏
往
生
の
こ
と
を
聞
く　

160

第
四
段　

明
遍
、
早
繰
り
の
数
遍
を
認
め
ず
、
夢
中
で
善
導
か
ら
正
さ
れ
る　

161

第
五
段　

明
遍
、
上
人
の
勧
化
を
仰
信
、
念
仏
相
続
し
て
往
生　

162
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第
十
七
巻
聖
覚
法
印
…
…
164　

第
一
段　

聖
覚
、
智
弁
す
ぐ
れ
、
上
人
の
化
導
に
帰
し
、
唯
信
抄
を
作
る　
164

第
二
段　

聖
覚
、
上
人
の
病
を
治
す　

166

第
三
段　

聖
覚
、
雅
成
親
王
の
質
問
に
、
念
仏
が
最
上
と
答
え
る　

167

第
四
段　

聖
覚
、
上
人
の
三
回
忌
に
融
通
念
仏
を
行
う　

169
／
第
五
段　

聖
覚
、
念
仏
の
う
ち
に
往
生　
169

第
六
段　

上
野
国
の
明
円
、
夢
中
で
聖
覚
か
ら
念
仏
の
教
え
を
受
け
る 

170

第
十
八
巻
宗
義
顕
彰
…
…
173　

第
一
段　

法
然
、
選
択
集
を
説
く 

173
／
第
二
段　

法
然
、
往
生
大
要
抄
を
説
く 

181

第
三
段　

法
然
、
女
人
往
生
を
説
く 

183

第
十
九
巻
諸
人
帰
依
…
…
187　

第
一
段　

法
然
、
兼
実
の
妻
に
念
仏
を
勧
め
る 

187
／
第
二
段　

法
然
と
阿
波
介
の
念
仏
の
勝
劣 

189

第
三
段　

住
山
僧
、
東
大
寺
の
上
棟
を
見
て
信
心
を
固
め
る 

190

第
四
段　

聖
如
房
の
臨
終
に
手
紙
を
送
る 

191

第
五
段　

法
華
経
千
部
読
誦
発
願
の
仁
和
寺
の
尼
に
念
仏
を
説
く 

195

第
二
十
巻
諸
人
帰
依
…
…
197　

第
一
段　

強
盗
天
野
四
郎
に
決
定
往
生
の
一
言
を
与
え
る 

197
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第
二
段　

沙
弥
随
蓮
、
三
心
へ
の
疑
心
を
、
夢
中
で
上
人
か
ら
教
え
を
受
け
る　
203

第
三
段　

作
仏
房
、
熊
野
権
現
の
お
告
げ
で
上
人
に
帰
依　

205

第
二
十
一
巻　

ご
法
語
…
…
208　

第
一
段　

上
人
、
常
に
仰
せ
ら
れ
る
御
詞　
208
／
第
二
段　

一
紙
小
消
息　
216

第
三
段　

法
然
、
念
仏
行
者
の
心
得
べ
き
様
を
説
く　

218

第
二
十
二
巻　

ご
法
語
…
…
224　

第
一
段　

法
然
、
安
心
起
行
を
説
く
消
息
を
送
る　
224

第
二
段　

百
四
十
五
カ
条
の
質
問
に
答
え
る　

234

第
二
十
三
巻　

ご
法
語
…
…
240　

第
一
段　

法
然
、
往
生
用
心
の
質
問
に
答
え
る　
240

第
二
段　

法
然
、
鎮
西
の
修
行
者
に
、
観
想
念
仏
の
非
を
説
く　

253

第
二
十
四
巻　

ご
法
語
…
…
255　

第
一
段　

法
然
、
阿
弥
陀
経
の
大
意
を
説
く　
255

第
二
段　

法
然
、
諸
宗
の
祖
師
極
楽
往
生
の
様
を
説
く　

257

第
三
段　

法
然
、
安
楽
房
に
往
生
を
説
く　

258
／
第
四
段　

法
然
、
尼
女
房
ら
に
往
生
の
要
点
を
説
く　
259
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第
五
段　

法
然
、
信
実
の
お
ば
に
往
生
の
要
点
を
説
く　
261
／
第
六
段　

尼
妙
真
、
念
仏
で
往
生　
262

第
二
十
五
巻　

ご
消
息
…
…
264　

第
一
段　

鎌
倉
の
二
品
禅
尼
の
念
仏
往
生
の
問
い
へ
の
返
信　
264

第
二
段　

大
胡
の
太
郎
実
秀
の
念
仏
安
心
の
問
い
へ
の
返
信　

267

第
三
段　

弥
次
郎
入
道
、
夢
の
告
げ
に
よ
り
死
期
を
知
る　

274

第
二
十
六
巻　

御
家
人
帰
仰
…
…
277　

第
一
段　

甘
糟
太
郎
忠
綱
、
戦
場
で
往
生　
277

第
二
段　

宇
都
宮
弥
三
郎
頼
綱
、
上
人
か
ら
念
仏
往
生
の
教
え
を
受
け
る　

279

第
三
段　

園
田
太
郎
成
家
、
上
人
に
帰
依
、
出
家
。
法
名
智
明　

281

第
四
段　

西
明
寺
殿
北
条
時
頼
、
智
明
の
教
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第　

一　

巻

　

◉
第
一
段

　

さ
て
、
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
み
る
と
、
仏
教
の
根
本
の
師
で
あ
る
釈
迦
如
来
は
、
迷
い
の
世
界
を
あ
て
も
な
く
さ
ま

よ
う
人
び
と
を
も
れ
な
く
救
う
た
め
に
、
誰
も
が
等
し
く
私
の
ひ
と
り
子
で
あ
る
と
い
う
悲
願
を
、
深
く
お
起
こ
し
に

な
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
釈
迦
如
来
の
国
土
で
あ
る
無む

勝し
ょ
う

荘し
ょ
う

厳ご
ん

浄じ
ょ
う

土ど

で＊

の
教

き
ょ
う

化け

を
た
だ
ち
に
や
め
て
、
お
そ
れ
多

く
も
五ご

濁じ
ょ
く

や＊

十
悪＊
に
満
ち
た
こ
の
世
に
お
入
り
に
な
っ
て
以
来
、
本
来
は
生
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
の
に
、
人
間
と
し

て
誕
生
す
る
姿
を
示
さ
れ
、
そ
の
と
き
無む

憂う

華け

樹じ
ゅ

の＊

華
は
ほ
ほ
え
む
か
の
よ
う
に
咲
き
ほ
こ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
本

来
は
入
滅
す
る
こ
と
が
な
い
の
に
入
滅
す
る
姿
を
示
さ
れ
、
そ
の
と
き
娑さ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

林り
ん

に
吹
く
風
は
集
ま
る
者
た
ち
の
心

を
悲
し
ま
せ
た
。

　

釈
迦
如
来
が
生
き
て
お
ら
れ
た
八
十
年
の
間
、
空
に
広
が
る
雲
の
よ
う
な
慈
悲
の
教
え
は
、
す
べ
て
の
生
き
も
の
を

等
し
く
覆
い
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
二
千
年
以
上
も
の
間
、
水
の
よ
う
に
煩ぼ

ん

悩の
う

を＊

洗
い
清
め
る
仏
の
教
え
は
、
今
日

ま
で
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
三
国
に
流
れ
て
い
る
。
仏
の
教
え
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
そ
の
利り

益や
く

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
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る
。

　

そ
の
な
か
で
、
聖

し
ょ
う

道ど
う

の＊

一
門
は
、
汚
れ
た
こ
の
世
界
で
自
力＊
を
励
ま
し
、
五
濁
に
満
ち
た
こ
の
世
で
悟
り
を
目
指
す

の
で
あ
る
。
た
だ
心
配
な
こ
と
に
、
時
代
が
末
世＊
と
な
っ
た
た
め
、
自
我
も
あ
ら
ゆ
る
存
在
も
実
体
は
な
い
と
い
う
真

理
の
月
が
、
雲
に
隔
て
ら
れ
て
見
え
に
く
く
な
り
、
心
は
煩
悩
を
起
こ
す
対
象
に
と
ら
わ
れ
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生

の
三
悪
道＊
に
沈
ま
せ
る
煩
悩
が
、
炎
の
よ
う
に
燃
え
さ
か
る
の
を
留
め
難
い
こ
と
で
あ
る
。
煩
悩
を
持
つ
凡ぼ

ん

夫ぶ

が＊

、
こ

の
次
に
生
ま
れ
変
わ
る
時
に
、
迷
い
の
世
界
を
め
ぐ
る
輪り

ん

廻ね

か＊

ら
脱
出
で
き
る
教
え
は
、
た
だ
浄
土＊
の
一
門
の
み
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
学
僧
た
ち
の
解
釈
は
、
蘭
と
菊
が
美
を
競
い
合
う
か
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
中

国
唐
時
代
の
善ぜ

ん

導ど
う
＊

和か

尚し
ょ
うは

、
阿
弥
陀
仏＊
が
姿
を
変
え
て
こ
の
世
に
現
れ
て
、
た
だ
ひ
と
り
本ほ

ん

願が
ん

の＊

深
い
意
図
を
明
ら

か
に
し
、
わ
が
国
の
法ほ

う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

は
、
勢せ

い

至し

菩
薩＊
が
姿
を
変
え
て
現
れ
た
方
で
、
ひ
た
す
ら
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

と＊

い
う
大
切
な
行
を

お
広
め
に
な
っ
た
。
日
本
、
中
国
と
国
は
異
な
る
が
、
人
び
と
へ
の
教
化
は
一
致
し
て
お
り
、
男
も
女
も
、
貴
い
人
も

そ
う
で
な
い
人
も
信
心
を
得
や
す
く
、
紫
雲
や
よ
い
香
り
な
ど
、
往お

う

生じ
ょ
う

の＊

奇
瑞
が
頻
繁
に
現
れ
た
。
念
仏
の
広
ま
り

は
、
こ
の
日
本
で
最
も
盛
ん
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
法
然
上
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
、
歳
月
は
次
第
に
過
ぎ
去
っ
て
い
る
。
上
人
の
教
え
さ
と
さ

れ
た
言
葉
や
利
益
の
跡
は
、
人
び
と
の
記
憶
か
ら
徐
々
に
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
も
し
、
記
録
し
て
後
の
時
代
に
残
さ

な
け
れ
ば
、
誰
が
賢
人
を
見
て
自
分
も
同
じ
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
迷
い
の
世
界
を
離
れ
る
大
切
な
方
法
の
あ
る
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こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
広
く
以
前
か
ら
の
言
い
伝
え
を
さ
が
し
集
め
、
す
べ
て
に
わ
た
り
古
い
記
録
を
検
討
し
、
真

実
を
選
ん
で
誤
り
を
正
し
、
お
お
よ
そ
ご
生
涯
の
行
状
を
記
す
こ
と
に
し
た
。
愚
か
な
人
に
も
理
解
し
や
す
く
、
読
む

人
の
信
心
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
、
数
軸
の
絵
図
に
表
現
し
、
後
代
の
人
び
と
の
手
本
と
し
て
備
え
る
こ
と
に
す
る
。

往
生
を
願
う
人
び
と
で
、
誰
が
こ
の
志
し
を
ほ
め
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　　

そ
も
そ
も
法
然
上
人
は
、
美み

ま

作さ
か
の

国く
に

（
今
の
岡
山
県
北
部
）
久く

米め

南な
ん

条じ
ょ
う

郡
の
こ
お
り

稲い
な

岡お
か
の

荘し
ょ
うの

人
で
あ
る
。
父
は
久
米
郡

の
押お

う

領り
ょ
う

使し
＊

漆う
る
ま

時と
き

国く
に

、
母
は
秦は

た

氏う
じ

で＊

あ
る
。
子
ど
も
の
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
、
夫
婦
が
心
を
一
つ
に
し
て
仏
神
に
祈
り

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
秦
氏
は
か
み
そ
り
を
呑
む
夢
を
見
て
た
ち
ま
ち
懐
妊
し
た
。
時
国
は
、「
お
前
が
孕
ん
だ
子
は
、

き
っ
と
男
の
子
で
、
朝
廷
の
人
び
と
の
戒か

い

師し

と＊

な
る
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
た
。
秦
氏
の
心
は
穏
や
か
で
落
ち
着
き
、

身み

重お
も

の
苦
痛
が
な
か
っ
た
。
厳
し
く
酒
・
肉
・
五ご

辛し
ん

を＊

断
ち
、
仏
教
に
帰き

依え

す＊

る
心
が
深
か
っ
た
と
い
う
。

　

◉
第
二
段

　

崇す

徳と
く

院い
ん

ご
在
位
中
の
長

ち
ょ
う

承し
ょ
う

二
年
（
一
一
三
三
）
四
月
七
日
の
正
午
、
つ
い
に
秦
氏
は
苦
し
む
こ
と
な
く
男
子
を
出

産
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
紫
雲
が
空
に
た
な
び
い
た
。
館
の
内
の
家
屋
の
西
側
に
、
根
元
が
二
股
に
分
か
れ
、
枝

葉
の
よ
く
繁
っ
た
高
い
椋む

く

の
木
が
あ
り
、
白し

ら

幡は
た

が
二
流
れ
飛
ん
で
き
て
、
そ
の
梢
に
か
か
っ
た
。
白
幡
に
つ
い
た
鈴れ

い

鐸た
く
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の
音
が
空
に
響
き
わ
た
り
、
綾あ

や

織お
り

の
模
様
が
陽
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
た
。
そ
れ
か
ら
七
日
が
経
っ
て
、
白
幡
は
天
に
上

り
去
っ
た
。
こ
れ
を
見
聞
き
し
た
人
び
と
で
、
不
思
議
と
思
わ
な
い
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か

ら
、
そ
の
木
を
〈
両ふ

た

幡は
た

の
椋
の
木
〉
と
名
づ
け
た
。
歳
月
が
過
ぎ
て
、
椋
の
木
は
傾
い
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
す
ば

ら
し
い
香
り
が
常
に
漂
い
、
不
思
議
な
出
来
事
が
絶
え
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
こ
れ
を
崇
め
て
、
そ
こ
に
仏
閣
を
建
て

て
誕
生
寺
と
名
づ
け
、
法
然
上
人
を
祀
っ
た
御み

影え
い

堂ど
う

を
造
り
、
念
仏
を
称
え
さ
せ
た
。

　

そ
の
昔
、
応
神
天
皇
ご
誕
生
の
時
に
、
八
つ
の
幡
が
舞
い
降
り
た
。
こ
れ
は
天
皇
が
正
し
い
見
解
や
正
し
い
言
葉
使

い
な
ど
の
八は

っ

正し
ょ
う

道ど
う

を＊

実
践
な
さ
る
前
ぶ
れ
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
上
人
誕
生
の
時
の
め
で
た
い
出
来
事

は
、
応
神
天
皇
の
時
と
同
じ
で
あ
る
。
き
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

◉
第
三
段

　

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
呼
び
名
を
勢せ

い

至し

と
言
っ
た
。
竹
馬
に
鞭む

ち

を
当
て
て
遊
ぶ
年
頃
か
ら
、
生
ま
れ
つ
き
の
聡
明
さ

が
あ
り
、
ま
る
で
大
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
ど
う
か
す
る
と
、
西
の
壁
に
向
か
っ
て
座
る
癖
が
あ
っ
た
。

天
台
大
師
智ち

顗ぎ

の＊

子
ど
も
の
頃
の
振
る
舞
い
と
異
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

◉
第
四
段

　

漆
時
国
の
先
祖
を
た
ど
る
と
、
仁に

ん

明み
ょ
う

天
皇
の
御
子
で
あ
る
西
三
条
右
大
臣＊

源
み
な
も
と
の

光ひ
か
る

公
の
子
孫
で
あ
っ
て
、
式
部
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省＊
に
仕
え
る
源
家
の
長
男
の
年と

し

が
、
御
所
の
陽
明
門
で
蔵

く
ろ
う

人ど

の＊

兼か
ね

高た
か

を
殺
し
た
。
年
は
そ
の
罪
に
よ
っ
て
美
作
に
配は

い

流る

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
国
の
久
米
郡
の
押
領
使
で
あ
る
神か

ん

戸べ

の
大た

い

夫ふ

、
漆
元も

と

国く
に

の
娘
と
縁
組
み
を
し
て
男
子
を
生
ま

せ
た
。
元
国
に
は
男
の
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
外
孫
を
子
ど
も
と
し
て
そ
の
跡
を
継
が
せ
た
が
、
そ
の
と
き
源
の

姓
を
改
め
て
漆
盛も

り

行ゆ
き

と
称
し
た
。
そ
の
盛
行
の
子
が
重し

げ

俊と
し

、
重
俊
の
子
が
国く

に

弘ひ
ろ

、
国
弘
の
子
が
時
国
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
時
国
は
少
し
ば
か
り
家
柄
を
自
慢
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
稲
岡
荘
の
預

あ
ず
か
り

所ど
こ
ろ

、＊

明あ
か

石し

の
源げ

ん

内な
い

武む

者し
ゃ

定さ
だ

明あ
き
ら〔

伯ほ
う

耆き
の

守か
み

源
み
な
も
と
の

長な
が

明あ
き
らの

嫡
男
で
、
堀
川
院
ご
在
位
中
の
滝た

き

口ぐ
ち

の＊

武
士
で
あ
っ
た
〕
を
見
下
し
て
執
務
に

従
わ
ず
、
面
会
の
礼
も
尽
く
さ
な
か
っ
た
の
で
、
定
明
は
深
く
恨
み
を
い
だ
き
保ほ

う

延え
ん

七
年
（
一
一
四
一
）
の
春
、
時
国

に
夜
討
ち
を
か
け
た
。

　

こ
の
時
、
時
国
の
子
勢
至
は
九
歳
で
あ
っ
た
。
逃
げ
隠
れ
て
隙
間
か
ら
あ
た
り
を
う
か
が
う
と
、
定
明
が
庭
に
い
て
、

矢
を
つ
が
え
て
立
っ
て
い
た
の
で
、
勢
至
は
小
さ
な
矢
で
射
た
。
矢
は
定
明
の
眉
間
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
定
明
は
、
こ

の
傷
跡
が
残
っ
て
夜
討
ち
の
こ
と
が
露
見
し
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
時
国
の
親
族
が
復
讐
す
る
の
を

恐
れ
て
、
行
方
を
く
ら
ま
し
、
ず
っ
と
稲
岡
荘
に
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
子
を
〈
小こ

矢や

児ち
ご

〉
と
名
づ
け

た
。
こ
の
事
件
を
見
聞
き
し
た
人
び
と
は
、
誰
ひ
と
り
感
銘
し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。

◉
第
五
段

　

時
国
は
深
い
傷
を
受
け
、
今
ま
さ
に
死
の
う
と
す
る
時
、
九
歳
の
わ
が
子
に
向
か
っ
て
、「
お
ま
え
は
、
会か

い

稽け
い

の
恥＊


	014_現代語訳　法然上人行状絵図
	015_現代語訳　法然上人行状絵図
	016_現代語訳　法然上人行状絵図
	017_現代語訳　法然上人行状絵図
	018_現代語訳　法然上人行状絵図
	019_現代語訳　法然上人行状絵図
	020_現代語訳　法然上人行状絵図
	021_現代語訳　法然上人行状絵図
	022_現代語訳　法然上人行状絵図
	023_現代語訳　法然上人行状絵図
	024_現代語訳　法然上人行状絵図
	025_現代語訳　法然上人行状絵図
	026_現代語訳　法然上人行状絵図
	027_現代語訳　法然上人行状絵図
	028_現代語訳　法然上人行状絵図
	045_現代語訳　法然上人行状絵図
	046_現代語訳　法然上人行状絵図
	047_現代語訳　法然上人行状絵図
	048_現代語訳　法然上人行状絵図
	049_現代語訳　法然上人行状絵図

